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交通手段

　■電車　

　　小田急線各駅停車　参宮橋駅下車　徒歩約7分

　　地下鉄千代田線　代々木公園駅下車　徒歩約10分

　■バス

　　京王バス　代々木5丁目バス停下車　徒歩約1分

　■車

　　首都高速4号線　代々木出入口約100ｍ

　　（大型バス）新宿出入口　約2km

■主　催

　日 本：文部科学省

　韓 国：国立国際教育院

■実　施 

　日 本：独立行政法人国立青少年教育振興機構　

　韓 国：株式会社インテリジェンス 

2025年度日韓高校生交流事業

実施報告書

参加者の声（日本団）
この5日間は、今までの高校生活で一番楽しかったかもしれません。韓国語は自分

でも少し得意だと思っていましたが、実際に参加してみるとすごく上手な子がた

くさんいて、大学生や高校生と話す機会も多く、韓国語の勉強にもすごく刺激に

なりましたし、モチベーションも上がりました。

旅行では絶対にすることのできないことばかりで、とてもいい経験になりまし

た。この事業を通して、日本人はもちろん韓国人の友達もたくさんできて嬉しか

ったです。

帰国してから母に会うと、「なんか変わったね。自信があるように見える。」と言

われました。交流に参加する前は、自分にあまり自信がなかったのですが韓国に

行き、自分の世界がいかに小さかったか気づくとともに、自分はどこででも翼を

広げることができるのだと感じました。自分の考え方を変えてくれたこの経験に

とても感謝していますし、このような経験を次の世代の人にもしてほしいと思い

ました

現地のマナーや文化を触れて日本との違いに気づき、その上でもっと日韓関係を

良くできるような仕事をしたいと思いました。

一番嬉しかったのは韓国の友達ができたことです。これまで学校の交流ではオン

ラインで少し話すくらいしかなかったので、丸一日一緒に過ごせて仲良くなれた

のがすごく楽しかったです。今でも連絡を取り合っていて、こういう経験ができ

たことは本当に大きな思い出になりました。
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新しい自分や目標が見つかったり、将来の夢を達成するための経験を積む事が出

来たり、沢山の事を学ぶ事が出来ました。これは自分1人では絶対に出来なかった

事で、今回参加したメンバー達がいたお陰で自分の成長に繋げる事が出来たと思

います。

これからも両国の国交の安定と人・文化の交流を続けていくためには若い世代を

中心にお互いを理解し、思いやり尊重することが大切だと思いました。これから

も今回の経験を活かして将来は国と国の架け橋になれるように頑張りたいと思い

ました。



派遣

事業

■日　程：2025年 10月28日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　～ 11月1日（土）

■参加者：42名（団長1名、引率者4名、高校生37名）

　　　　　学生サポーター5名（日本人学生ボランティア）

■訪問地域：東京都

受入れ

事業

日数 日付 内容

事前研修会 8月7日（木）

事業概要説明 / 海外渡航説明

講義「日韓文化交流の歴史と意義」

団ミーティング / 班ミーティング

DAY 1 9月8日（月） 韓国到着/オリエンテーション

DAY 2 9月9日（火）

高校交流（仁川万寿高等学校）

歓迎式（国立国際教育院）

買い物体験

DAY 3 9月10日（水）

K-POP体験（World K-POP Center）

大学訪問（東国大学）

自由散策（明洞）

DAY 4 9月11日（木）

韓国文化体験（韓国民俗村）

ハングルカリグラフィー体験

（国立国際教育院）

学習成果発表会

DAY 5 9月12日（金） 韓国出発

日数 日付 内容

DAY 1 10月28日（火） 日本到着/オリエンテーション

DAY 2 10月29日（水）

大学訪問（早稲田大学）

高校交流➀（葛飾総合高校）

買い物体験

DAY 3 10月30日（木）
高校交流➁（関東国際高校）

自由散策（お台場）

DAY 4 10月31日（金）

日韓国交正常化60周年記念講義

（駐日韓国大使館　参事官）

日本伝統文化体験「狂言体験」

（日本芸術文化振興会　狂言師）

学習成果発表会

DAY 5 11月1日（土） 日本出発

学んできた韓国語で大学生との会話に挑戦

学習成果発表会で韓国での学びを報告

韓国の高校生とペアを組み授業を体験

憧れの韓服を着て韓国文化を体験

早稲田大学で大学生と座談会

葛飾総合高校で日本の部活動を体験

学習成果発表会で日本での学びを報告

日本の無形文化遺産「狂言」に挑戦

■日　程：2025年 9月8日（月）

　　　　　　　　　　　～ 9月12日（金）　

　事前研修会： 8月7日（木）　　　　　 

■参加者：42名（団長1名、引率者4名、高校生37名）

■訪問地域：ソウル市、インチョン市、ヨンイン市

日本と韓国で共同開催された2002年ワールドカップサッカー大会成功を契機とした

「日韓共同未来プロジェクト」の一環として、日韓両国の青少年を通じて友好親善を

一層深め、国際的な視野と資質を持った青少年の健全育成を図るための青少年交流を

推進し、両国において、日本語、韓国語を第二外国語として勉強する高等学校生の相

互交流を図ることを目的とする。

事業趣旨
相手国の文化や歴史を学び、異なる価値観や視点を尊重しながら、

日本と韓国への理解を深め、将来両国の架け橋となるような存在を

目指す。

事業目標

ハングルカリグラフィーに挑戦 キャンパスツアーで韓国の大学を知る 日本の学食も体験 班活動でたくさんの日本の友達ができる


